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お世話になっております、新3回生470クルーの森田颯斗と申します。2月17日か

ら4月1日にかけて行われた春合宿について報告させて頂きます。
今年は暖冬ということもあり、2月は暖かい環境の下で練習することができたの

ですが、3月末に急に気温が下がり吹雪の中練習するというような日もあり、異常
気象に振り回された春合宿となりました。なかなか風に恵まれず厳しい時もありま
したが、各人、各ペアで課題を持ってチーム全体として最後まで良い雰囲気で取り

組めていました。
そして、春合宿期間中にポイントレースや他校との合同コース練習、東大交換留

学、京阪神合宿、同志社ウィークなど様々な行事やレースが開催され、他校と技術
交流をしたり、また部内の練習においても例年より多くコース練習をしたことによ

り、実戦経験をたくさん積むことができ、成長に繋げることができました。
個人的にはこの春合宿を通じて同期スキッパーの上中と乗り、特に中風から強風

の帆走について大きく成長でき、自信をつけることができました。しかし、軽風の
ボートスピードやコース・位置取り、レース中の動作などレースでの実戦面につい

てはまだまだ課題が残りました。4月は新歓に集中してたくさんの新しい仲間を迎
え入れられるように頑張り、5月以降は切り替えて上記のような課題を改善して
レースシーズンで結果を出せるように精進して参ります。今後とも応援のほどよろ

しくお願いします。

オフ返上！春合宿



文章：鍵田知徹、西川靜、明見春彦
編集：大岡夏実
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卒業生歓送会
いつもお世話になっております、新2回生スナイプク
ルーの明見春彦です。3月2日(+3月3日)に行われた、88
代の先輩方を送り出す追いコンについて書いていきた
いと思います。まず1次会の話をすると、現役はもちろ
んなのですが、88代の先輩方から87代・86代の方たち、
そして何代目かもわからないご年配の方までが一堂に
会しており、とても厳かな雰囲気でした。その中でも
88代の先輩方との談笑はとても楽しく、先輩方のス
ピーチも印象深いものが多かったです。その後はそれ
ぞれグループに分かれて、88代の先輩方に美味しいご
飯に連れて行ってもらったり、人によってはリムジン
に乗せてもらったりして2次会、3次会を楽しみました。
私は、金坂さんと中根さんの班になり、高級なお寿司
と駄菓子バーに連れていってもらいました。どの瞬間
も最高に楽しかったです。最後の4次会では、クイズ大
会が催され、88代に関する様々な問題が出題されまし
た。個人的には同居人の十枝さんの練習日の起床時間
が遅すぎてびっくりしました。ここには全く書ききれ
ていないですが、毎週追いコンでいいなーと思うほど
楽しいひとときでした。

3月ポイントレース470
お世話になっております、新2回生470クルーの鍵田
知徹と申します。私からは3月17日に開催されたポ
イントレースについて報告させて頂きます。
春合宿らしい強風は東大との交換留学を終えた頃か
ら落ち始め、当日も午前は風待ちとなりました。昼
頃にオンデッキ程度の風が入り、2R目は2上ショー
トで何とか2R成立となりました。私個人としては上
りのコース引きが上手くいかず、ブローを取りに行
くためにラルを走ってしまっていたのが良くなかっ
たなと振り返ってみて感じました。
この度のポイントレースは次週に同志社ウィークが
控えており、それを意識する中で非常に学びの多い
ものとなりました。これからも実戦での経験を大事
にして、普段の練習にも活かしたいと思います。

3月ポイントレースSnipe
お世話になっております。新2回生スナイプクルー
の西川靜と申します。私からは3月17日に開催され
たポイントレースについて報告させていただきます。
次週の同志社ウィークにむけてスナイプ級では40艇
以上も集まり、そこそこの艇数でレースが開催され
ました。ポイントレースは風が吹かないと言うジン
クスがあるのですが、この日も例に漏れず朝は風が
なく風待ちとなりました。しかし昼頃からは風が
入ってきてなんとか1レースだけの成立となりまし
た。
私個人としては春合宿から上回生のスキッパーと組
ませて貰っており、その成長の成果を確かめる初め
てのレースでした。帆走力などは少しずつ成長して
いるのを感じてはいるもののレース時の動作がいつ
も通りできないことやコース引きなどもスキッパー
に頼りきりで課題も沢山あるのでこれから成長でき
るよう精一杯取り組んでいきます。これからも応援
の程よろしくお願いします。
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レスキュー便り
情熱あふれるマネージャーたちの活動や思いについて紹介します。

新３回生マネージャー
下村優芽

いつもお世話になっております。新2回マネージャーの山
川紗依です。春合宿では、爆風の中や雪の中での練習を
通して、以前は自信がなかったレスキュー力も少しはつ
き、成長を感じることができました。春合宿の間、定期
的に行われた470、snipe合同コース練ではマネージャーが
主体となってレースを運営しました。自分たちでコース
を運営することは難しく、模索する日々でした。レース
運営中は、先輩に教えてもらいながら、風を測ったりな
どの仕事をしました。まだまだわからないことはたくさ
んありますが、レスキュー力やヨットの知識をつけて成
長していきたいです。
最近のマネ飯は初めて冷やし中華や焼きそばなどを作り
ました。プレーヤーが美味しそうに食べてくれて、もっ
と様々な料理に挑戦していきたいと感じました。インス
タにマネ飯の写真がたくさん上げられているのでぜひ見
てみてください！！

2回生マネ 山川紗依

同志社ウィーク470

いつもお世話になっております。新3回生470スキッ

パーの岸本です。僕からは3/23,24に行われた同志社
ウィークについて報告させていただきます。毎年2,3
月の琵琶湖は極寒の中、強風が吹き荒れるコンディ
ションが恒例だと言われますが、今年は暖冬気味かつ
風も吹き上がらない日が多かったです。今年の同志社
ウィークもその例に漏れず初日は風量が安定せず1
レースしかできず2日目の午前も風がなく風待ちの時
間が長かったですが、午後にはいい風が吹き2 レース
でき計3レース成立しました。そんな中私は1日目はス
タートがうまく決まり、中上位あたりを走れていたの
ですが2下の海面選択に失敗し、DNFをつけてしまいま
した。2日目は2レースともスタートがうまく決まらず
必死の帆走で巻き返そうとしましたが鳴かず飛ばずの
順位で終わるという悔しい結果に終わりました。しか
しこのレガッタを通して、フリーのコース、スタート
など自分の弱みが明らかになったのでそれを糧に5月
から始まるレースシーズンに取り組んでいきたいです。

同志社ウィークSnipe

お世話になっております。89代スナイプスキッパーの峰
岡です。私からは3/23,24に行われた同志社ウィークにつ
いて報告させていただきます。今レガッタは470級が59
艇、スナイプ級が74艇のビッグフリートで、軽風の中、
１日目に１レース、２日目に２レースの計３レースが行
われました。470スナイプ共にウェイティングラインが
高く、ゼネラルリコールを繰り返しBFDも多く発生する
という少々荒れた展開の中、私はリコールを読まれない
スタートはできたものの、良いスタートと言えるスター
トは決められず、ウェイティング力とライン把握能力の
足りなさを痛感しました。また、最終的なリザルトは悪
くはなかったものの、全てのレースで数点取りこぼし、
上位陣の同志社大学とその関係者、社会人チームとの大
きな地力の差を感じました。ただ、チームとしては下級
生ペアをはじめとして果敢にトライすることができ、今
の課題を浮き彫りに出来た点ですごく価値のあるレガッ
タになりました。この経験を糧に、夏までに上位陣との
差を埋め、インカレ個人戦予選突破を目標に頑張ります
のでこれからも応援よろしくお願いいたします。
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